
 

 

 

新
田
副
委
員
長
の
司
会
、
議
事
進
行

で
始
ま
り
来
賓
の
原
子
地
本
書
記
長
よ

り
「
国
労
は
２
月
で
結
成
７０
年
を
迎
え 

一人はみんなのために みんなは一人のために 

り
聞
い
て
い
た
ら
会
社
は
潰
れ
る
ぞ
」

と
言
っ
た
が
６０
歳
以
降
の
働
き
方
の

選
択
肢
を
拡
げ
な
け
れ
ば
い
つ
身
体
が

壊
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。 

●
土
日
祝
Ａ
Ｂ
Ｃ
ダ
イ
ヤ
で
７
回
も
車

両
が
変
わ
り
異
常
だ
。
３
型
・
５
型
で

２
０
０
ｋ
ｍ
も
走
れ
ば
靴
底
の
減
り
が

早
く
疲
れ
る
。 

●
秋
田
、
二
戸
の
契
約
社
員
は
訓
練
で

盛
岡
へ
。
金
銭
的
に
大
変
な
状
況
だ
。 

●
２２
時
１５
分
出
勤
、
雪
害
の
た
め
翌

日
２３
時
３０
分
帰
着
。
異
常
だ
。 

●
あ
る
会
社
幹
部
が
「
社
員
の
話
ば
か

第
６６
回
支
部
定
期
大
会 

 

１
月
２５
日(

月)

仙
台
地
本
会
議
室
に
お
い
て
、
第
６６
回
東
北
自
動
車
支
部
定
期

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
月
１５
日(
金)

未
明
に
発
生
し
た
軽
井
沢
ス
キ
ー
ツ

ア
ー
バ
ス
事
故
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
二

度
と
こ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
職
場
の
労
働
条
件
改
善
を
は

じ
め
組
織
の
強
化
・
拡
大
を
真
剣
に
議
論
し
、
あ
ら
た
め
て
頑
張
る
決
意
を
固
め

合
い
ま
し
た
。 
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る
。
団
結
な
く
し
て
権
利
な
し
、
闘
い
な

く
し
て
権
利
な
し
と
い
う
こ
と
を
運
動

に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
。
昨
年
、
現
職

死
亡
が
３
名
続
い
た
。
職
場
要
求
と
大
衆

行
動
が
大
切
。
ま
た
、
昨
年
地
本
で
４
名

の
仲
間
が
加
入
し
た
。
皆
さ
ん
が
動
か
な

い
限
り
拡
大
は
な
い
。
参
議
院
選
挙
と
合

わ
せ
運
動
を
前
に
」
と
提
起
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
交
運
共
済
東
日
本
本
部
橋
本

副
本
部
長
よ
り
「
事
象
が
発
生
し
た
場
合

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
が
求
め
ら
れ
る

の
で
ご
理
解
を
賜
り
た
い
」
と
協
力
を
求

め
、
そ
の
後
、
経
過
・
運
動
方
針
・
決
算

予
算
を
承
認
し
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

 
第
１
２
７
回
地
方
委
員
会 

２
月
２０
日(

土)

１０
時
３０
分 

仙
台
市
・ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ 

職
場
の
改
善
、
組
織
の
強
化
・拡
大
を
確
認 

2 0 1 6 年 度 支 部 役 員 

執行委員長 北山 修司(仙台) 

執行副委員長 新田 順一(盛岡) 

書 記 長 兜森 秀昭(秋田) 

執 行 委 員 早坂 修悦(古川) 

― 〃 ― 岩崎  宏 (青森) 

会 計 監 査 佐藤 浩二(福島) 

― 〃 ― 浅利  功 (盛岡) 

支部大会、共済担当者会議終 

了後、仙台駅地下「海の台所・ 

波奈」において 2016年支部旗開 

きとエルダー社員になった安保さんの激励

会を盛大に開催しました。浅利さん(盛岡)の

乾杯の音頭ではじまり安保さんより「国労に

入って４２年が経ち、一度もぶれることなく

やれたのは、ここにいる仲間はもちろん、共

闘や先輩のおかげ。感謝している。支部を発

展させ頑張っていく。」と力強く挨拶。今年

もみんなで労働条件改善に向け頑張ろう！ 

 


